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毎
日
の
生
活
の
中
で
、

イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
心
配

事
が
な
か
な
か
心
か
ら
離

れ
な
か
っ
た
り
、
寝
つ
く

の
に
時
間
が
か
か
っ
た

り
、
そ
ん
な
経
験

を
し
て
い
る
人
は

い
ま
せ
ん
か
？

　
今
回
は
そ
ん
な

と
き
に
役
立
つ
リ

ラ
ッ
ク
ス
法
の

ひ
と
つ
、「
呼
吸

法
」
を
ご
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
は
、
５
分

ぐ
ら
い
落
ち
着
い

て
座
っ
て
い
ら
れ

る
時
間
と
場
所
を

確
保
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
た
姿
勢
で
座
っ
て
、
目

を
閉
じ
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、
自
分
の
呼
吸
に
意

識
を
向
け
て
み
て
く
だ
さ

い
。
自
分
の
鼻
や
口
を
出

た
り
入
っ
た
り
し
て
い
る

息
に
、
意
識
を
集
中
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
で
は
、
ゆ
っ
く
り
５
秒

ぐ
ら
い
（
心
の
中
で
）
数

え
な
が
ら
、
鼻
か
ら
息
を

吸
っ
て
く
だ
さ
い
。
吸
っ

て
い
る
と
き
に
、
吸
っ
て

い
る
息
に
１
０
０
％
意
識

を
集
中
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
鼻
の
穴
を
通
っ
て

い
る
息
を
感
じ
る
ぐ
ら
い

に
意
識
を
集
中
さ
せ
て
み

ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
息

を
吸
い
き
っ
た
ら
、
２
秒

ぐ
ら
い
息
を
止
め
て
、
今

度
は
５
秒
か
ら
10
秒
ぐ
ら

い
ゆ
っ
く
り
（
心
の
中

で
）
数
え
な
が
ら
息
を
吐

い
て
く
だ
さ
い
。
吐
く
と

き
も
同
じ
よ
う
に
、
吐
い

て
い
る
息
に
１
０
０
％
意

識
を
集
中
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。
吐
く
と
き
は
鼻
か
ら

で
も
口
か
ら
で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。

　
呼
吸
を
し
て
い
る
最
中

に
、
つ
い
つ
い
別
の
こ
と

を
考
え
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
別
の

こ
と
を
考
え
て
い
る
自
分

に
気
づ
い
た
ら
、
ま
た
意

識
を
呼
吸
に
戻
し
て
く
だ

さ
い
。
意
識
を
呼
吸
に
集

中
し
続
け
る
こ
と
が
と
て

も
大
切
で
す
。

　
こ
の
呼
吸
法
を
最
低
５

分
間
は
続
け
て
み
ま
し
ょ

う
。
５
分
間
一
生
懸
命
呼

吸
に
意
識
を
集
中
し
た

ら
、
い
つ
の
間
に
か
気
分

が
落
ち
着
い
て
い
る
自
分

に
気
づ
く
こ
と
と
思
い
ま

す
。

 

（
学
生
部
）

呼吸によるリラックス法

〈
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
〉

第
51
回
定
期
演
奏
会

▽
日
時

12
月
19
日
（
土
）

14
時
開
演
▽
会
場

国
立
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総

合
セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
渋
谷

区
）
▽
曲
目

「
聞
こ
え

る
」「
荒
城
の
月
」
ほ
か
※

入
場
無
料

旴E-mail:t.igarashi.10

15 @i.softbank.jp

〈
専
修
大
学
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
管
弦
楽
団
〉

第
43
回
定
期
演
奏
会

▽
日
時

12
月
19
日
（
土
）

14
時
開
演
▽
場
所

ミ
ュ
ー

ザ
川
崎
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
▽
曲
目

チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー
「
交
響
曲
第
５
番
ホ
短

調
」
ほ
か
。
※
入
場
料

１

０
０
０
円

旴
☎
０
４
４
・
９
１
１
・
１

２
３
９（
庶
務
課
）
、E-mail:

senshuphil@gmail.com

　
経
済
学
部
永
江
雅
和
ゼ
ミ

の
３
年
次
生
18
人
が
「
渋
沢

栄
一
杯
経
営
史
・
経
済
史
デ

ィ
ベ
ー
ト
リ
ー
グ
２
０
１

５
」で
、４
年
ぶ
り
２
度
目
の

優
勝
を
果
た
し
た
。
問
題
に

対
す
る
知
識
と
理
解
力
、
説

得
力
な
ど
が
問
わ
れ
る
大
会

で
見
事
実
力
を
発
揮
し
、
並

み
居
る
強
豪
校
を
降
し
た
。

　
大
会
は
10
月
４
日
、
専
大

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
た
。
13
回
目
の
今
大
会
に

は
、
９
大
学
10
チ
ー
ム
が
参

加
。コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ

ン
ス
改
革
が
テ
ー
マ
で
、
１

校
が
肯
定
側
、
否
定
側
に
分

か
れ
て
他
大
学
と
討
議
し

た
。

　
テ
ー
マ
と
対
戦
校
が
決
ま

っ
た
の
が
５
月
。「
最
初
は
ち

ん
ぷ
ん
か
ん
ぷ
ん
だ
っ
た
」

と
い
う
メ
ン
バ
ー
だ
が
、
基

礎
的
な
勉
強
を
コ
ツ
コ
ツ
積

み
重
ね
た
。
何
よ
り
メ
ン
バ

ー
を
奮
い
立
た
せ
た
の
は
対

戦
相
手
だ
っ
た
。
肯
定
チ
ー

ム
は
最
多
優
勝
を
誇
る
慶
応

大
と
の
カ
ー
ド
を
選
択
。
ゼ

ミ
長
の
浦
祐
介
さ
ん
は
「
や

る
か
ら
に
は
強
い
相
手
と
、

と
２
年
次
か
ら
言
っ
て
き

た
」
と
闘
志
を
燃
や
し
た
。

　
夏
休
み
も
返
上
し
、
資
料

を
読
み
込
み
、
論
を
組
み
立

て
、
練
習
を
重
ね
る
日
々
。

愛
知
大
学
と
対
戦
し
た
否
定

チ
ー
ム
の
見
上
晃
紀
さ
ん
は

「
練
習
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
人
を
見

る
目
が
養
わ
れ
た
」
と
振
り

返
る
。
結
果
は
肯
定
側
、
否

定
側
と
も
相
手
校
を
論
破

し
、
２
勝
で
栄
冠
を
手
に
し

た
。「
丁
寧
に
資
料
を
理
解

す
る
こ
と
を
積
み
重
ね
て
い

っ
た
」
と
い
う
石
丸
司
さ
ん

は
論
理
構
築
の
中
心
的
存
在

で
、
奨
励
賞
を
獲
得
し
た
。

　
も
う
一
人
の
ゼ
ミ
長
、
三

澤
康
彦
さ
ん
は
「
デ
ィ
ベ
ー

ト
で
は
相
手
を
言
い
負
か
す

の
で
は
な
く
、
い
い
と
こ
ろ

は
認
め
、
合
意
点
を
探
す
こ

と
が
大
事
」
と
強
調
す
る
。

　
11
月
に
は
同
ゼ
ミ
の
２
年

次
生
の
大
会
が
あ
る
。
メ
ン

バ
ー
は
「
自
分
た
ち
が
や
っ

て
き
た
こ
と
を
伝
え
た
い
」

と
後
輩
を
後
押
し
す
る
。

　
永
江
教
授
は
「
弁
論
を
地

空
手
演
武
大
会
で 

鍛
え
た
技
を
披
露

　
日
本
空
手
道
松
濤
會
学
生

連
盟
の
第
50
回
演
武
大
会

が
、
10
月
25
日
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
専

修
、
学
習
院
、
中
央
、
成
城

の
４
大
学
と
、
松
濤
會
各
支

部
が
日
々
の
稽
古
で
鍛
え
た

技
を
披
露
し
た
。
専
大
空
手

部
は
主
催
校
演
武
に
登
場
。

仲
谷
大
主
将
（
経
済
４
）
の

号
令
で
部
員
30
人
が
基
本
の

突
き
や
蹴
り
を
見
せ
た
後
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
『
平
安
二

段
』
な
ど
の
型
を
披
露
し
、

気
迫
に
満
ち
た
演
武
で
会
場

を
沸
か
せ
た
。

　
仲
谷
主
将
は
「
松
濤
會
創

立
80
周
年
の
年
に
、
学
生
連

盟
に
と
っ
て
も
節
目
と
な
る

大
会
を
主
催
校
と
し
て
行
う

こ
と
が
で
き
た
。
部
員
た
ち

も
最
高
の
演
武
を
見
せ
て
く

れ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　
米
・
サ
ス
ク
ェ
ハ
ナ
大
学

で
空
手
部
部
長
を
務
め
る
ジ

ェ
フ
リ
ー
・
マ
ン
文
学
部
海

外
客
員
教
授
も
見
学
。「
互

い
に
学
び
合
う
姿
が
印
象

に
残
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ

た
。

　
嶋
根
克
己
空

手
部
部
長
（
人

間

科

学

部
教

授
）は
、「
部
員

た
ち
は
他
大
学

を
は
る
か
に
凌

り
ょ
う

駕が

し
た
素
晴
ら

し
い
演
武
を
見

せ
て
く
れ
た
。

今
回
の
経
験
は

今
後
の
人
生
に

生
き
る
。
専
大

空
手
部
に
誇
り

を
持
ち
、
一
歩

一
歩
成
長
し
て

い

っ

て

ほ

し

い
」
と
部
員
へ

の
期
待
を
語
っ

た
。

　
書
道
研
究
会
の
会
員
に
よ

る
鳳
書
作
展
が
鳳
祭
期
間
中

の
11
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
９
号
館
で

催
さ
れ
、
臨
書
、
創
作
な
ど

82
点
が
展
示
さ
れ
た
。「
力

作
ぞ
ろ
い
。
中
で
も
４
年
次

生
の
頑
張
り
が
目
立
っ
た
」

と
顧
問
の
仲
川
恭
司
文
学
部

教
授
が
た
た
え
た
。

　
書
道
研
究
会
は
会
員
93
人

の
大
所
帯
。「
ふ
だ
ん
は
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
を
使
っ
て

お
り
、
文
字
を
書
く
こ
と
か

　
留
学
生
に
秋
の
日
本
を
満
喫
し
て
も
ら
う
交
流
バ
ス
ハ

イ
ク
が
10
月
18
日
に
行
わ
れ
、
富
士
山
五
合
目
散
策
と
ぶ

ど
う
狩
り
を
楽
し
ん
だ

写
真
。

　
ド
イ
ツ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
韓
国
、
中
国
か
ら
の
留
学
生
14

人
と
日
本
人
学
生
19
人
が
参
加
。
天
候
に
恵
ま
れ
、
富
士

山
五
合
目
で
は
雪
を
い
た
だ
い
た
山
頂
と
色
付
い
た
木
々

を
観
賞
し
な
が
ら
散
策
し
た
。
９
月
に
来
日
し
た
ば
か
り

の
特
別
聴
講
生
が
半
数
を
占
め
て
お
り
、
美
し
い
景
色
に

歓
声
を
上
げ
、
写
真
に
収
め
て
い
た
。

　
山
梨
県
内
の
果
樹
園
に
移
動
し
て
の
ぶ
ど
う
狩
り
で

は
、
留
学
生
と
日
本
人
学
生
と
が
協
力
し
な
が
ら
、
た
わ

わ
に
実
っ
た
ぶ
ど
う
を
一
房
ず
つ
切
り
取
り
、
さ
わ
や
か

な
秋
の
味
覚
を
堪
能
し
て
い
た
。

　
車
中
で
は
日
本
語
で
会
話
が
弾
み
、
交
流
を
深
め
た
。

留

学

生

バ
ス
ハ
イ
ク

秋
を
満
喫

鳳
書
作
展
に

82
点
の
力
作

書
道
研
究
会

■

■

■

渋沢栄一杯ディベート大会で優勝

道
に
積
み
上
げ
て
勝
つ
こ
と

が
で
き
た
。
徹
底
的
に
勉
強

し
て
理
解
で
き
る
世
界
が
あ

る
こ
と
を
、
学
生
た
ち
は
分

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と

笑
顔
を
み
せ
た
。

◀
　
優
勝
を
果
た
し
た
メ
ン
バ
ー
と
永
江

教
授
（
前
列
右
か
ら
３
番
目
）

経
済
・
永
江
ゼ
ミ

▶
　
専
大
空
手
部
の
演
武

ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
学
生
が

『
字
が
上
手
に
な
り
た
い
』

と
始
め
る
ケ
ー
ス
が
多
い
」

と
代
表
の
吉
家
和
麻
さ
ん

（
ネ
ッ
ト
情
報
３
）。

　
11
月
１
日
に
は
同
研
究
会

の
会
員
と
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
で

あ
る
鳳
眼
会
（
今
井
元

吉
代
表
・
昭
49
経
営
）

の
メ
ン
バ
ー
合
わ
せ
て

約
１
０
０
人
が
一
堂
に

会
し
、
仲
川
教
授
と
福

島
輝
子
文
学
部
非
常
勤

講
師
を
囲
み
和
や
か
に

懇
親
の
宴
が
催
さ
れ

た
。

　
守
誠
太
郎
さ
ん
（
昭

61
商
）
か
ら
は
「
学
生

た
ち
の
た
た
ず
ま
い
は

作
品
と
と
も
に
立
派
」

と
の
声
が
上
が
っ
た
。

　
鳳
書
作
展
優
秀
作
の

表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
、
最
後

は
後
藤
諒
さ
ん
（
商
１
）
が

会
場
を
い
っ
ぱ
い
に
使
っ
て

演
舞
す
る
神
田
節
で
締
め
く

く
っ
た
。

　
優
秀
作
な
ど
21
点
は
「
鳳

選
抜
展
」（
12
月
１
日
〜
14

日
、
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ

ス
）
で
再
度
展
示
さ
れ
る
。

鳳
書
作
展
優
秀
作
は
次
の
と

お
り

敬
称
略
。

▽
顧
問
賞

丸
野
桃
奈
（
商

４
）
▽
鳳
眼
会
賞

平
野
綾

（
商
４
）
▽
特
別
賞

小
川

光
香
（
文
４
）
▽
新
人
賞

藤
村
綾
佳
（
商
１
）

▶
　
懇
親
の
宴
で
自
己
紹
介
す
る

書
道
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー


